

























































































































































































































































































































































































仁安二年（一一六七）二月十四日条の裏書に 「三位中将兼雅〈聟 」とあることから、これ以前のことと考えられる。この時十八歳、兼雅は二十歳。 〈盛全釈〉 （五
―
四頁）参照。花山院家が平氏














































しに」 （一六頁） 。以上からすれば、 〈闘〉は、 「思ひしに」乃至は「思ひしが」と読めるが、和歌的表現からすれば前者であろう。四句は、〈四 ・延〉 「アマノ子共カ」 （ 〈延〉 ） 、 〈長・南〉 「海士の子なれや」 （ 〈長〉三三頁） 、 〈盛・中〉 「あまのこかとよ」 （ 〈中〉 ） 。 〈闘〉は、 〈四・延〉に倣い、 「海の子共か」と訓んだ。五句は、 〈四〉が「ふるめひ ふか」とする以外は 延 長・盛・南・中〉 「ふるめひろ は」 四には、 「か」が重出し、 〈闘〉の みは、後者に従うべきだろう。なお、兼雅と清盛の娘との結婚は、仁安二年（一一六七）二月十四日以前のこと、また、兼雅の母 出家 治承元 七 十 六日（ 〈四評釈〉一
―
三二頁）のことだが、この歌は、兼雅の母の出家

























































一」 （ 『玉葉』正月三十日条） 。 〈延・盛・南〉によ





















＊栗山圭子「准母立后制にみる中世前期 王家」 （日本史研究 六五、二〇〇一・
5）
＊河内祥輔「治承元年事件および治承三年政変について」 （ 『日本中世 朝廷・幕府体制』吉川弘文館二〇〇七・
6）




















の乱後清盛と結婚し、清盛の寵を失った後、常盤は大蔵卿藤原長成の後妻となり、長寛元年（一一六三）能成を産んでいる。これらから、角田文衛は、廊の御方は、恐らく応保元年（一一六一）の誕生かとする（一七七頁） 。なお、八人の娘達の内、成範北の方から基通の北の政所までの五人は時子 で 年齢順に記しているのだろう （ 〈盛全釈〉五
―
三六頁） 。続いて側室腹の娘を記すのだろうが、 廊の御方のみ、 「八

































































































































前節の「我身栄華」記事を受け、公卿や殿上人等は 平家の栄華にあやかろうと、清盛の子や孫 聟や嫁になろうとしたとする。 　
〇婦　
「婦 　























































































































































































一。皆薫歇燼滅、 光沈響絶」 （ 「あの色彩を凝らしたとびら、
斧形の縫い取りのとばり、 音楽舞踊の堂閣などのあった所、 玉池 ・ 珠樹、射鳥の林、釣魚のなぎさなどのあった宮館、呉・蔡・斉・秦の音楽、魚・龍・雀・馬の珍玩に至っては、みな香のように尽き、燃えかすのようになくなり、光 よう 沈み、響きのように消えてしまった」全釈漢文大系文章編二
―
七八～七九頁）による。美濃部重克は、この









































































































































































































































































































」は、 「栄ゆべし」と訓んだ。 〈闘〉では、 「応」








































































































































































































かなりの差があるのはなぜなのか、 今後の課題である。 なお、 〈闘〉 の 「後に悪心無くは終までも栄ゆべしと覚えたり」 は独自本文。 『平家物語』では、平家の栄華は、清盛（平家）の善行悪行に関わりなく、初めから清盛一代限りに与えられた栄華であった。それを、 「悪行あらば、子孫まではかなふまじきぞ」 （ 〈覚〉上
―
一五三頁）として、因果応報




長〉 「清盛当初靫負佐タリシ時」 （ 〈延〉 二三ウ） 、 〈覚・中〉 古へ清盛公いまだ安芸守たりし時」 （ 〈覚〉 上
―
一二頁） 。清盛の靫負佐の頃とは、
























一』 」 。 　
〇周の先公の船に白魚飛び入りて
 「周の先公」 、 〈延〉
「周西
セイハクシヤウ
伯留」 （二四オ） 、 〈長〉 「周西伯昌」 （
1―
二八頁） 、 〈覚・中〉 「周
の武王」 （上
―
一二頁） 。 『史記』周本紀、 『後漢書』光武帝紀、中世に
流行した幼学書『百詠』の注釈や それ 拠って仮名書きされた翻案書『百詠和歌』にも見るように、周の創始者武王の逸話。 〈闘〉 「先公」 （ 『大漢和辞典』によれば、 「亡父、 先君」 〔
1―
一〇〇六頁〕の意）











































鱸説話に続けて 清盛三十七歳の時（保元の乱の二年前一一五四年）の話として「口開け」説話（二月十三日の夜半、天に「口アケ」との声を聞いた清盛が を開けると、鳥の子のようなものが三つ喉 入った。これこそ武士の精で それ以来 清盛は心もたけく奢り始めたとする）を挿んだ後、先 引用した当該記事を接続させる。しかし、当










































































り」は間違いで、 「九代の先蹤を越えたり」とあるべきところだろう。以上を整理すれば、次のようになる。①龍の雲に昇る様を清盛の昇進の様に譬えるのが〈闘〉 、子孫の昇進の様に譬えるのが〈延・ ・覚 ・中〉 、 ②清盛の昇進は、 九代の先蹤を越えたとするのが〈闘・延・盛・覚・ （ 〈長〉もこちらに属するのであろう） 。①②共に清盛に関わる叙述とするのは 闘 のみ。なお 「九代の先蹤」とは、巻一 序章に、 葛原親王 御子「高見ノ王、 無官無位ニシテ」とあり さらに、父忠盛まで就いたことの無かった官位俸禄を清盛が越えたとして「九代の先蹤」が記される訳だから、 王か 高望王・国香・貞盛・維衡・正度・正衡・正盛 忠盛 九代 指すのであろう。





〈延〉 「 （三品階級ニ至マデ） 九代ノ前蹤ヲゾ越ラレケル。是ヲダニユヽシキ事ト思シニ、子孫ノ昇進ハ龍ノ雲ニ昇ルヨリモ猶速カナリ」 （二四ウ） 、 〈長〉 「 （三品階級にいたるまで）先祖をぞ超られける」 、 〈盛〉 「 （三品ノ階級ニ至ルマデ） 代ノ先蹤ヲ カク栄ヘケルヲユヽシキ事ト思シ程ニ…清盛 我身ノ栄花ヲキハムルノミニ非ズ、子孫ノ繁昌ハ龍ノ雲ニ昇ルヨリモ速也
1―
四二～五〇頁） 、 〈覚 ・ 中〉 「子孫の官途も、
竜の るよりは、猶すみやか也。九代の先蹤を超え給ふこそ目出けれ」 （ 〈覚〉一二頁） 。これらによれば、 〈闘〉の「九代の孫に越えた
名古屋学院大学研究年報
（
一三
）
＊柳瀬喜代志「禿童異聞考
―
「童謡」と平清盛像象形の関係
―
」 （日本文学、一九九七・
5。 『日中古典文学論考』汲古書院一九九九・
3再録。引
用は後者による）
（本稿は、二〇一一年度名古屋学院大学研究奨励金による成果の一つである）
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